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「対象」を伴う他動詞タイプの VR 構造のみを考察の対象とした。 
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1.1 使役性を持つ「VR＋対象」の意味構造 







 まず、A 類:「NA+VR+NO」を考察する。この類は V が他動詞で、R が NO
と意味関係を構成する。李临定の用いた例文から、2 例引用する。ただし、
本稿では(1)の文の V は自動詞として解釈した。 
 











(1’)          吹ｷ ～ｶﾞ 至 ﾘ～ｶﾞ ～ﾆ       曲ﾙ ～ｶﾞ 
致使’[风,路旁的树木,吹’(风)＆到’(风,路旁的树木)＆弯’(路旁的树
木)] 
ｻｾﾙ  ～ｶﾞ  ～ﾆ                 ～ｺﾄｦ 
    α   β                  γ 
 









(1’ ’)         吹ｷ ～ｶﾞ 至 ﾘ～ｶﾞ ～ﾆ       曲ﾙ ～ｶﾞ 
吹弯’[风,路旁的树木,吹’(风)＆到’(风,路旁的树木)＆弯’(路旁的树
木)] 
                          γ１     γ２       γ３ 
ｻｾﾙ  ～ｶﾞ  ～ﾆ                 ～ｺﾄｦ 























(2) 伍拾子突然挺直了身子（李临定 2011:259） 
（伍拾子は体を真直ぐに伸ばした） 
(2’)               伸ﾊﾞｼ ～ｶﾞ ～ｦ  真直ｸﾞﾆﾅﾙ～ｶﾞ 
挺直’[伍拾子,身子,挺’(伍拾子,身子)＆直’(身子)] 
   ｻｾﾙ   ～ｶﾞ ～ﾆ             ～ｺﾄｦ 
 
 次に、B 類：「NA+VR+NO」の例文から 2 例取り上げ、述語論理式で表し
てみよう。この類は VR の V が自動詞のものである。 
 
(3) 孩子哭醒了我（李临定 2011:263） 
（子供が泣いて私を目覚めさせた） 
(3’)            泣ｷ  ～ｶﾞ   泣ｸ  ～ｶﾞ 目覚ﾒﾙ ～ｶﾞ 
哭醒’[孩子,我,哭’(孩子)＆到’{哭’(孩子), 醒’(我)}] 
                 至ﾙ   ～ｶﾞ   ～ﾆ 
ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ         ～ｺﾄｦ 
 
(4) 我喊哑了嗓子（李临定 2011:264） 
（私が喉を叫び枯らした） 
(4’)         叫ﾋﾞ ～ｶﾞ   叫ﾌﾞ ～ｶﾞ枯ﾚﾙ ～ｶﾞ 
喊哑’[我,嗓子,喊’(我)＆到’{喊’(我),哑’(嗓子) }] 
                至ﾙ  ～ｶﾞ   ～ﾆ 
  ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ       ～ｺﾄｦ 
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(5) 你们吵嘴吵醒了我（李临定 2011:266） 
（あなたたちは口喧嘩して私を目覚めさせた） 
(5’)             ｼ ～ｶﾞ ～ｦ      ｽﾙ ～ｶﾞ ～ｦ   目覚ﾒﾙ～ｶﾞ 
吵醒’[你们,我,吵’(你们,嘴)＆到’{吵’(你们, 嘴), 醒’(我)}] 
                  至ﾙ    ～ｶﾞ    ～ﾆ 
ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ                   ～ｺﾄｦ 
  
(6) 他喝酒喝红了脸（李临定 2011:266） 
（彼は酒を飲んで顔を赤くした） 
(6’)       飲ﾑ ～ｶﾞ～ｦ   飲ﾑ ～ｶﾞ～ｦ  赤ｸﾅﾙ ～ｶﾞ 
喝红’[他,脸,喝’(他, 酒)＆到’{喝’(他,酒) ,红了’(脸)}] 
至ﾙ   ～ｶﾞ    ～ﾆ 
   ｻｾﾙ  ～ｶﾞ～ﾆ            ～ｺﾄｦ 










式で表してみよう。まず、D 類は V と R が共に他動詞のもので、この類と
しては、以下のような例文がある。 
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(7’)                       見ﾙ ～ｶﾞ ～ｦ  ﾜｶﾙ ～ｶﾞ ～ｦ  
看’(我,这幅画)＆到’[看’(我,这幅画)，懂’(我,这幅画)] 
   見ﾃ ～ｶﾞ ～ｦ  至ﾙ    ～ｶﾞ      ～ﾆ    
 
 次に、E 類は V が他動詞、R が自動詞（または形容詞）で、R が文の主
語と意味関係を構成するものである。例えば、以下のような例文がある。 
 













(8’)                           見ﾙ ～ｶﾞ  ～ｦ  飽ｷﾙ～ｶﾞ 
看’(我,这样的事情)＆到’[看’(我, 这样的事情),腻’(我)] 
見ﾃ ～ｶﾞ  ～ｦ   至ﾙ      ～ｶﾞ       ～ﾆ 
 
 次に、F 類は R が形容詞で、R が V と意味関係を持つものである。例え
ば、以下のような例がある。 
 









(9’)             飲ﾑ ～ｶﾞ～ｦ  多ｲ      ～ｶﾞ 
喝’(父亲,酒) ＆到’[喝’(父亲,酒)，多’｛喝’(父亲,酒)｝] 
飲ﾐ ～ｶﾞ～ｦ   至ﾙ    ～ｶﾞ            ～ﾆ 
 
 次に、G 類は V が自動詞（または形容詞）、R が他動詞のものである。以
下のような例文がある。 
 
(10) 我跑丢了一只鞋（李临定 2011:262） 
（私は走って片方の靴を失くした） 
この文は、“我跑”（私が走る）と“我丢了一只鞋”（私が片方の靴を失くし











(10’)              走ﾙ ～ｶﾞ 失ｸｽ ～ｶﾞ ～ｦ 
 跑’(我) ＆到’[跑’(我),丢’(我,一只鞋)] 
     走ﾘ ～ｶﾞ  至ﾙ    ～ｶﾞ          ～ﾆ 
 
 これらのことから、「VR+対象」構造の R が「対象」の結果状態を表さな
い (7)～(10)の文では、文全体の意味構造は 3 項関数をとらず、使役の意味
は生起しないことがわかる。 
 
1.3 Vと Rが結びつく VR構造の意味構造 
 前述の例文のうち、(9)以外の文はすべて V と R がそれぞれ名詞成分の
NAか NOと結びついているが、(9)の文では V と R が名詞成分と結びつかず
R が V と結びついている。李临定(2011)によれば、このタイプの VR 構造の
R は形容詞に限られる。これまでの議論では、R が自動詞か形容詞かは分




的に表れない「単語間の意味上の関係」である。加藤は、V と R が結びつ
く形容詞結果補語 R を、「述語動詞で表される動作行為そのものを意味指
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示する」タイプとして、以下のように分析している。 
 





































(12) 使役を表す VR 構造と「得」構文の統語構造 
a. VR 構造 ――     VR   ＋対象 
（動詞-結果補語構造） 
b.「得」構文 ―― V1得＋NO＋V2   ⇒  [V 得＋CP(=V2)] ＋対象(=NO) 








(13) 哭红了眼睛（泣いて目が赤くなった）（李临定 2011:325） 
(13’)        泣ｷ ～ｶﾞ  ﾓﾁ   ～ｶﾞ～ｦ   赤ｲ  ～ｶﾞ 
哭红’[φ,眼睛,哭’(φ)＆有’(φ,眼睛) ＆红’(眼睛)] 
  ｻｾﾙ  ～ｶﾞ～ﾆ       ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
 
 この文では、「泣いたことが目を赤くなるようにさせた」という使役の意
味が生じている。「哭红’」は、V と R の結合から生じた使役関数で、「～
ガ～ニ～トイウ状態ニサセル」という文型意味を構成している。次に、「得」
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構文を見てみよう。 
  
















(14’)         泣ｷ ～ｶﾞ  ﾓﾁ  ～ｶﾞ ～ｦ  赤ｲ   ～ｶﾞ ﾓﾂ ～ｶﾞ[高程度]ｦ 
得’[φ,眼睛,哭’(φ)＆有’(φ,眼睛)＆红’(眼睛)＆有’{红’(眼睛),
都}] 
ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ            ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
   α β              γ 
 
 このように、使役を表す「得」構文は、「得’」を使役関数とする 3 項関
数と捉えることができる。 
(15) 得’（α， β，  γ） 
ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
 







(16) 痛苦折磨的他吃不好饭，睡不好觉（李临定 2011:320） 
 （苦痛が彼を苛んで、ご飯を十分食べられず、十分に眠れなくさせた） 
(16’)      苛ﾐ ～ｶﾞ～ｦ  食ﾍﾞﾗﾚｽﾞ～ｶﾞ～ｦ  眠ﾚﾅｲ ～ｶﾞ～ｦ 
得’[痛苦,他,折磨’（痛苦,他）＆吃不好’（他,饭）＆睡不好’（他,觉）] 
 ｻｾﾙ ～ｶﾞ ～ﾆ           ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
 
(17) 有时(她)还整夜的哭，哭得长富也忍不住生气（李临定 2011:320） 
  （時々（彼女は）一晩中泣き、長富に怒りを堪えられなくさせた） 
 この文の“她哭得长富忍不住生气”の部分を論理式で表わすと以下のよ
うになる。 
(17’)       泣ｷ ～ｶﾞ 至ﾙ  ～ｶﾞ       ～ﾆ  
得’[她,长富,哭’（她）＆到’{哭’（她）,忍不住’（长富，生气）}] 
   ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ       ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
 





(18’)          食ﾍﾞ～ｶﾞ ～ｦ  至ﾙ      ～ｶﾞ         ～ﾆ 
得’[豌豆,人,吃’（人,豌豆）＆到’{吃’（人,豌豆），发软’（腿）＆
发躁’（心）}] 
   ｻｾﾙ ～ｶﾞ ～ﾆ           ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
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(19) 这句话又说得大家笑起来（李临定 2011:321） 
   （この言葉を言って、また皆を笑わせた） 
(19’)        言ｲ ～ｶﾞ ～ｦ   至ﾙ     ～ｶﾞ      ～ﾆ 
得’[这句话,大家,说’（φ,这句话）＆到’{说’（φ,这句话），笑起来’
（大家）}] 
  ｻｾﾀ  ～ｶﾞ ～ﾆ          ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
 
(20) 三个青年人……故意跑在前边不让五嫂追上,累得五嫂直喘气  





(20’)          疲ﾚ ～ｶﾞ 至ﾙ     ～ｶﾞ     ～ﾆ 
得’[[事態 X],五嫂,累’(五嫂)＆到’{累’(五嫂),直喘气’（五
嫂）}] 








(21’)                   影響ｼ ～ｶﾞ  ～ﾆ    至ﾙ    ～ｶﾞ   
惹得’[[事態 X],大家,惹得’([事態 X],大家)＆到’{惹得’([事態 X], 
大家),哈哈大笑’（大家）}] 
～ﾆ 
  ｻｾﾀ    ～ｺﾄｶﾞ ～ﾆ          ～ﾄｲｳ状態ﾆ 
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(22) 村子里，更是漫天的云雾，说得她不像个人（李临定 2011:323） 





(22’)      言ｲ ～ｶﾞ ～ｦ 至ﾙ   ～ｶﾞ         ～ﾆ 
得’[φ,她,说’（φ，云雾）＆到’{说（φ,云雾），￢像’（她，个人）}] 













































(23a) 风把路旁的树木吹弯了（李临定 2011:260） 
(23a’) 把’[风,路旁的树木,吹弯’[风,路旁的树木，吹’（风）＆到’（风,
路旁的树木）＆弯’（路旁的树木）]] 
ｻｾﾙ  ～ｶﾞ ～ﾆ         ～ｺﾄｦ 
ﾓﾀﾗｽ ～ｶﾞ  ～ﾆ            ～ｺﾄｦ 
           α   β             γ 






(23a’’)   把’（  α,     β,     γ  ）   
       ﾓﾀﾗｽ    ～ｶﾞ  ～ﾆ  ～ｺﾄｦ  
     [授与関数] 





(24a) 痛苦把他折磨的吃不好饭，睡不好觉（李临定 2011：320) 
(24a’) 把’[痛苦,他,得’[痛苦,他,折磨’（他）＆到’{折磨’（他）,吃不
好’（他,饭）＆睡不好’（ 他，觉）}]] 
          ｻｾﾙ ～ｶﾞ～ﾆ            ～ｺﾄｦ 
   ﾓﾀﾗｽ ～ｶﾞ ～ﾆ           ～ｺﾄｦ 







(24a’’)   把’（ α,    β,     γ ）  
        ﾓﾀﾗｽ   ～ｶﾞ ～ﾆ   ～ｺﾄｦ  
     [授与関数] 
             γ＝「得」構文の論理式 =[使役関数] 
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注釈 
1) “让”“叫”“使”などを用いた使役構文と「兼語文」は、共に動詞連続




3) 「対象」は、VR の目的語名詞句の意味役割(Semantic role)として用いて
いる。意味役割は名詞句の述語との意味的関係を表わすものであるが、













  (1) a.张三走 
      b.张三喜欢赵英 
      c.张三送赵英一本书 
  (2) a’.走’（张三’）        …１項述語 
      b’.喜欢’（张三’，赵英’）    …２項述語 
      c’.送’（张三’，赵英’，一本书’）…３項述語 
   松村(2005)は、関数の項には定数だけではなく関数の値も代入できる
として、基本的な述語論理式を拡張した表記方法を用いて中国語の
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“给”“把”“被”の論理構造を示した。松村によれば、(3)の文は(3’)
のような述語論理式で表すことができる。 
  (3) 我叫他吃饭。 
  (3’) 叫’{我，他，吃’（他，饭）} 
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付記 
 本稿は修士論文「中国語の使役構文の意味構造」(2013)の第 4 章を基に
大幅な修正加筆を行ったものである。 
 
 
